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i-Construction の取組状況

p.1 新潟県の取組
p.4 富山県の取組
p.6 石川県の取組
p.8 新潟市の取組
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令和３年度 秋季 北陸地方ブロック土木部長等会議

富山県におけるi-Constructionの取組状況について
○現状

・平成30年度からＩＣＴ活用工事の試行を実施し、これまでの実施件数は55件

（H30：14件、R元：15件、R2：18件、R3.9時点：12件）

○中小企業へのICT施工の普及に関する取組み
＜補助制度について＞
・ＩＣＴ機器（トータルステーション、ドローン、GNSS受信機、各種ソフトウエア等）
の導入や、人材育成に要する経費の２分の１を補助（上限50万円）する事業を実施。

＜普及活動について＞
・R3年度は、ＩＣＴ活用工事オンラインセミナーを計３回実施し、２２８名が参加した。
参加者のうち、半数がこれからi-conに取り組もうとしている段階（参考資料参照）。

・今後はＩＣＴ現場見学会を開催予定（計２回、約４０名参加予定）。
会社経営業務に携わる方の参加も促す。

＜実施要領の改正について＞
・平成31年4月に実施要領を改訂し、施工プロセスの一部においてＩＣＴを活用する
場合もＩＣＴ活用工事とした。
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１ 実施目標

〇県内で２０件程度の試行を実施する。（各所属２～３件程度）

＜令和３年度 実施要領及び積算要領の改訂概要＞

・令和３年４月 １日：舗装工（修繕）等計３工種を追加

・令和３年８月１５日：ＩＣＴ土工（砂防）を追加

２ 実施内容

以下の①～⑤の施工プロセスのうち全てもしくは、一部において
ＩＣＴを活用する工事とする。
①３次元起工測量
②３次元設計データ作成（必須）
③ＩＣＴ建設機械による施工
④３次元出来形管理等の施工管理
⑤３次元データの納品（必須）
※②、⑤を必須、③、④のいずれかを実施することとする。

ＩＣＴ活用区分

施工プロセス区分
Ｉ Ｃ Ｔ
全 活 用

ＩＣＴ導入型（H31から）

ﾀｲﾌﾟⅠ ﾀｲﾌﾟⅡ ﾀｲﾌﾟⅢ ﾀｲﾌﾟⅣ ﾀｲﾌﾟⅤ

①３次元起工測量 〇 〇 － － 〇 －

②３次元設計データ作成 〇 〇 〇 〇 〇 〇

③ＩＣＴ建機による施工 〇 〇 〇 〇 － －

④３次元出来形管理等の
施工管理 〇 － 〇 － 〇 〇

⑤３次元データ納品 〇 〇 〇 〇 〇 〇

（参考資料）令和３年度 ＩＣＴ活用工事の試行
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（１）現在i-Conに取り組んでいますか
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（２）i-Conに取り組みたい理由
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（３）i-Conに取り組まない理由

Ｒ３ ＩＣＴ活用工事オンラインセミナーアンケート結果（参加228名、回答209名）

Ｃ：まだ考えていない

Ｂ：これから取り組もうとしている

Ａ：取組んでいる・受注している
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○ モデル工事を実施（Ｈ２７～）

・工種、実施件数の拡大
・施工者希望型を導入（Ｈ２９～）
・工事成績評定で加点（Ｈ２９～）

○ 人材育成（Ｈ２７～）

・コマツと連携した専門研修
・モデル工事現場での実地研修

＜ＩＣＴモデル工事の実施状況＞

○ 現 状

・モデル工事の実施件数は年々増加
・作業効率は道路土工で約２割向上するなど効果を確認

○ 課 題

・モデル工事の工種を拡大しても、施工規模などの条件により対象工事は限定的で実施件数
は頭打ち
・ＩＣＴ施工を経験した企業数は少なく、更なる普及・拡大が必要
・施工規模が小さい現場ではリース料が割高となるため、現場の実態を踏まえた積算基準の
整備が必要

道路土工 72
河川土工 40
舗装路盤工 14
砂防土工 10
河川浚渫工 8
地盤改良工 1
実施件数 1 5 19 35 41 44 145

合計H27 H28 H29 H30 R1 R2
1 3
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4
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1
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4
1

令和３年度秋季 北陸ブロック土木部長等会議

i-Constructionの取組状況について（ＩＣＴ施工）

工
種
拡
大

件数増加

これまでの取組

ＩＣＴ活用の現状と課題
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更なるＩＣＴ活用に向けて３次元データを身近に触れる機会を増やし、
次のＩＣＴ施工につなげていくことが重要

○ 簡易型ＩＣＴ活用工事の導入

・ＩＣＴ建機による施工を必須とせず、出来形管理等の施工管理や検査で３次元
データを活用する「簡易型ＩＣＴ活用工事」を導入
・「簡易型ＩＣＴ活用工事」を導入することにより、ＩＣＴ経験企業を増やし、
更なるＩＣＴ施工の普及・促進を図る。
■ ３次元測量 ■ ３次元モデル作成 ■ ３次元データで出来形計測

無人航空機

無人航空機（ドローン）による
３次元測量

３次元測量データを基に出来形の
モデル図を作成

３次元のモデル図を用いて、法枠長等
の出来形を計測

令和３年度秋季 北陸ブロック土木部長等会議

i-Constructionの取組状況について（ＩＣＴ施工）
Ｒ３の取組

○ 小規模現場でのＩＣＴ普及・拡大に向けた取組

・従来型建機に後付け機器を搭載し、ガイダンス機能※を備えたＩＣＴ建機の現場見学会を開催
※ガイダンス機能：建機の刃先から設計面までの距離等が運転席のモニタに表示され、オペレータはこの情報を基に建機を操作
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令和３年度 秋季 北陸地方ブロック土木部長等会議 新潟市

<本省議題２>生産性向上・働き方改革について

i-Constructionの推進について
◎ ICT活用工事の取組
１．現状 ４．ＩＣＴ活用工事の有効性の確認
◆ H29年度にICT土工の試行に着手し、H30年度から舗装工に

においても活用拡大し、これまでの実施件数は18件である。
（R3.8末現在、施行中も含む）

２．対象工種・工事
⑴ 土工 ：道路土工など土工量1,000㎥以上の土木工事
⑵ 舗装工：舗装面積３,000㎡以上の上層及び下層路盤の

舗装工事
※ ⑴，⑵ともに施工者希望型

３．対象工事件数と実施件数の推移

課 題

１．市街地や施行規模などにより、ＩＣＴ技術を活用する
工事件数が少ない。

２．受注者の技術者・経営者層の理解が必要

今後の取組・対応等

◎ 今後もICT活用工事の推進を図るため、国土交通省や都
道府県、各都市の取り組み状況を参考に実施要領の改訂
や工種の追加・簡易型ＩＣＴ活用工事の導入に向け、検
討を行っている。

令和３年8月末時点

●車道舗装工（上層路盤） A=12,200㎡で
比較した結果

※工事概要
施工延長L=554.2m、路体盛土V=1,120.0ｍ3、路床盛土V=5100.0ｍ3、
車道舗装工A=12,204.0ｍ2、歩道舗装工A=931.0ｍ2
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